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アラン・デービス著の「ソフトウェア開発　２０１の鉄則」と言う本が日経ＢＰ社から今年の
３月に出版されています。原書の方は１年前に「201 Principles of Software Development」と
いう題で出版されています。この本は表題の通り、ソフトウェア開発全般にまつわる多くの人
のエピソードや教訓を紹介したものです。
これまで世界中で多くの人がソフトウェアの開発に携わって、そこで多くのことを経験し、多
くのことを学んできました。残念ながらこの種の学習の常として、殆どは失敗の中から学んだ
ものですが、彼らは失敗を（時には成功を）反省し、後世の人たちに対して心を込めて「こう
してはならない」ことや、「こうすれば上手くいく」と言うことを、いろんな機会を通じて伝
えてきているのです。
著者のアラン・デービスは、長らく「IEEE Software」のチーフ・エディターをやっており、多
くの人の「伝言」は彼の手を通して世の中に伝えられてきました。そのような「伝言」の中か
ら、時代を越えて通用する「伝言」を集めて、１冊の本にしたのが「２０１の鉄則」です。
この本に書かれている「鉄則」に反するような開発のやり方では、プロジェクトの成功は覚束
ないでしょう。実際問題として、開発が思うように進まない組織では、９０％以上の項目で反
したことをやっているものと思われます。
２１世紀を考えると、せめてこの「２０１の鉄則」の半分ぐらいは実現していなければ心許な
い限りです。

　解　説

さすがに第一回目は原理１から紹介します。や
はりこれを飛ばして他の項目を紹介するわけに
は行きません。
私達は生産者であると同時に消費者でもありま
す。時には自分が作ったものを店で買うことに
なるかも知れません。そのような立場では品質
の悪い製品に対して怒りを覚えるものですが、
いざ自分が職場でソフトウェア・システムを
作っている時には、前日に感じた品質の悪さに
対する怒りは他人事になっているのです。
人は確かに「立場でものを考える」ようです。
消費者の立場の時には消費者として反応してい
るのに、生産者の立場になった途端に、生産者
としての思考になっているのです。
やはり生産者の立場でいるときも、消費者の視
線は必要です。消費者の視線で考えたとき、品
質を無視して納期を優先するような行動は出来
ないでしょう。それでもそのような行動に踏み
切るのは、彼が直接に顧客や消費者の怒りの声
を聞かないからです。もし、自己完結型の開発
体制であれば、クレームは全て開発メンバーに
飛び込んできます。そうなれば、もう何も手を
付けることは出来ないでしょう。

　品質を上げる方法を知らない

もう一つの原因としては、どうすれば品質を上
げる事が出来るのか分からない、という状況が
考えられます。製品の品質は、製造プロセスの
品質に大きく左右されます。この基本は対象が
ソフトウェアであろうと、一般の工業製品であ
ろうと同じです。
ソフトウェアの場合の製造プロセスとは、要求
分析からテストまでの工程において存在します
が、重要なことは、そのプロジェクトに応じた
「開発モデル」を明らかにすることです。これ
は工業製品の製造ラインに対応するものです。
そのモデルの中に存在する「工程」に対して、
どのような手順で作業を行うかを決めたものが
「作業手順」ということになります。
そしてその「手順」の中に、効率良く「レ
ビュー（またはウォークスルー）」が組み込ま
れていることです。逆に言えば、レビューが効

率良く行えるように「工程」と「手順」が工夫
されなければなりません。
更に言えば、それらが確実に実行されるために
は「厳格なスケジュール管理」が為されなけれ
ばなりません。これが甘いと、結局“時間がな
い”という理由でレビューがパスされてしま
い、品質を確保することは出来なくなります。
このようなことが明確に出来ない開発組織で
は、多かれ少なかれ品質を犠牲にして納品され
てしまいます。

　品質無視の報い

残念ながら多くの開発現場に於て「原理１」に
反した活動が為されているようです。特に最近
は開発期間が短縮された分だけ、品質に問題を
抱えたままで納品するケースを耳にします。そ
の結果は何時までもクレームが収束せず、まさ
に“エンドレス・プロジェクト”になってしま
います。
そのような製品を一つ作ってしまえば、その
「報い」は数年に亙って受けなければなりませ
ん。勿論その間に開発する製品の品質にも影響
を与えますので、影響は数年では済まなくなり
ます。品質の軽視は「長い目で見れば自殺行為
である」ということになるのです。

　機能のトレードオフ

どうしても納期に間に合いそうもないというと
きには、早い時期に機能の一部をトレードオフ
する交渉を行うべきです。システムに組み込ま
れる機能の中には、最初の納期に設定されてい
る期日に間に合わなくても許される場合があり
ます。もちろん、いつでもそのような機能があ
るとは限りませんが、システムによっては意外
とそのような機能が見つかるものです。
もちろん、そこでトレードオフした機能も、本
当に必要な時までには用意されていなければな
りませんが、それでも２、３週間は稼げること
もあります。そこまでしてでも、提供する機能
に欠陥があってはならないのです

　ノーと言えない状況

厄介なことに、このような道理を知っていて
も、「多少の問題に目をつぶっても納期に間に
合わせろ」という指示が出されると、我が国で
はヨードンが主張するように「ノー」と言えな
い状況があります。余程、力のあるリーダーで
なければそのような主張は通らないでしょう。
だが品質を疎かにした結果、その組織の行く手
に待ち構えているのは「蟻地獄」です。
この点に関しては、「何とかなるだろう」とい
う認識は、その蟻地獄を前にして木端微塵に吹
き飛んでしまうのです。いま困難に陥っている
開発組織は、数年前にこの「禁」を犯した可能
性が高いのです。
しかも一度この巣にはまったらそう簡単には抜
けられません。現実には、このような組織では
メンバーがばらばらに動くため、ますます深み
にはまっていきます。大事なことは秩序ある行
動と、この魔のサイクルから脱出するのに必要
なスキルを計画的に身に付けていくことです。
そしてこれをどうやって実現するかです。それ
程、この鉄則１に反すれば高くつくということ
を、管理者は十分に認識して欲しいものです。
大事な人材を台無しにしてしまわないために
も、展望の無い決定は避けて欲しいものです。
　　　　　　　　　　　　　　（次号へ続く）

ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から 回０１

　はじめに

今回から、このアランの「２０１の鉄則」を中
心に先人たちの「伝言」を紹介し、それを「解
説」していきます。「ＳＣだより」の読者の皆
さんが置かれている状況を想定して、この「伝
言」を借りて、そこにある問題を取り除くため
の手立てを提供してみたいと思います。
２１世紀は、今以上に生産性が求められます。
システムが複雑化し高機能化する中で、ハード
ウェアが簡素化していくのに反して、生産活動
全体に於けるソフトウェアの比重はますます高
くなっていきます。言い換えれば、ソフトウェ
ア開発の生産性が製品のコストに影響与える可
能性が高くなってくるということです。
２１世紀においてもソフトウェアの開発に携わ
るためには、その開発プロセスが効率良く運営
できていることが条件になります。
なお、ここでは「２０１の鉄則」の全てを紹介
するつもりはありませんので、ぜひとも「ソフ
トウェア開発　２０１の鉄則」を読まれること
をお勧めします。また「２０１の鉄則」は、ソ
フトウェア・エンジニアリングの分類に従って
整理されていますが、私の解説は、読者のニー
ズを考えて先に行ったり、戻ったりすることに
なります。
　　　　―　◇　―　◇　―　◇　―

「品質という言葉をどのように定義しようが、
顧客は品質の良くない製品に我慢したりはしな
い。品質は測定されなければならないし、品質
を高めようとする動機を与えたり成果に報いる
ようなメカニズムを組み込まなければならな
い。たとえ品質が良くなくても製品を期限まで
に納めることは一見政策上正しいように見える
が、このような政策は短期間だけに通用するも
のであり、長い目で見れば自殺行為である。ト
レードオフなしに、第一の必要条件は品質でな
くてはならない。Edward Yourdon はテストを
はしょったり、いくつかのバグを無視したり、
設計や一連の要求に合意する前にコードを書い
たりすることを求められたら、「ただ、No! と
言う」ことを提案している。」
（２０１の鉄則：原理１＜一般原理＞）
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のの

前
号
で
求
人
・
求
職
活
動
に
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
電
子
メ
ー
ル
を
活
用
す
る
こ
と

の
効
用
に
つ
い
て
触
れ
ま
し
た
。
「
世
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
」
と
ま
で
は
言
わ

な
い
が
、
こ
れ
か
ら
は
一
部
の
職
種
や
企

業
を
除
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ト
を
利
用
し

て
効
率
良
く
求
人
・
求
職
活
動
を
す
る
方

向
に
向
か
う
だ
ろ
う
。

あ
の
吉
本
興
業
で
す
ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
し
か
応
募
を
受
け
付
け
な
い
」
と
言

い
出
し
た
。
吉
本
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

取
り
合
わ
せ
に
は
違
和
感
を
感
じ
た
が
、

考
え
て
み
れ
ば
時
代
に
最
も
敏
感
な
業
種

で
は
あ
る
。
も
し
か
し
て
、
世
界
に
通
用

す
る
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
メ
ン
ト
を
標
榜
す
る

に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
習
熟
し
た
人

間
は
不
可
欠
と
見
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

今
年
は
、
他
に
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
求

人
活
動
に
挑
戦
し
た
企
業
は
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
　
　
　
　
◆
　
・
　
◆

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
応
募
し
た
学
生
に

特
に
際
だ
っ
た
特
徴
が
な
か
っ
た
」
―
こ

れ
は
八
月
の
あ
る
新
聞
紙
上
で
紹
介
さ
れ

た
、
電
子
メ
ー
ル
で
学
生
を
面
接
し
た
企

業
の
人
事
担
当
者
の
言
葉
で
あ
る
。
い
っ

た
い
こ
の
人
事
担
当
は
何
を
期
待
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
口
数
が
少
な
く
、
黙
々
と
仕

事
を
こ
な
し
、
会
社
の
た
め
に
全
て
を
捧

げ
て
く
れ
る
よ
う
な
人
を
電
子
メ
ー
ル
で

探
そ
う
と
思
っ
た
と
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と

早
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
だ
ま
だ
イ
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き
る
体
制
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
発
見
さ
れ

る
か
ぎ
り
に
お
い
て
は
「
頭
を
掻
い
て
、

笑
っ
て
済
ま
せ
る
」
こ
と
が
で
き
る
が
、

最
後
の
段
階
で
露
見
し
た
の
で
は
、
笑
っ

て
済
ま
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

年
令
や
先
輩
後
輩
関
係
な
く
、
こ
う
い
う

こ
と
が
主
張
し
合
え
る
環
境
を
作
ら
な
け

れ
ば
、
時
代
の
要
請
に
は
応
え
ら
れ
な

い
。
そ
し
て
こ
れ
に
は
今
ま
で
と
違
う
発

想
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

大
企
業
の
人
事
担
当
と
い
え
ど
も
、
今
ま

で
の
「
人
事
」
と
い
う
枠
の
中
で
世
の
中

を
見
て
い
る
と
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
気

付
く
の
が
遅
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
も

考
え
の
方
向
に
沿
っ
て
し
か
「
物
」
は
見

え
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
◆
　
・
　
◆

先
の
人
事
担
当
者
は
、
既
存
の
体
制
の
ま

ま
で
求
人
活
動
を
す
る
こ
と
の
不
合
理
性

に
気
付
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ

の
企
業
の
目
指
す
方
向
や
、
学
生
に
求
め

る
資
質
が
変
わ
ら
な
い
の
な
ら
、
今
ま
で

通
り
の
求
人
活
動
を
続
け
れ
ば
い
い
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
「
流
行
り
」
に
乗

る
必
要
は
な
い
し
、
乗
っ
た
と
し
て
も
、

「
特
に
際
だ
っ
た
特
徴
が
な
か
っ
た
」
と

い
う
結
果
に
な
る
の
が
落
ち
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代
に
則
し
た

仕
事
が
出
来
る
人
を
求
め
る
の
な
ら
話
は

変
わ
っ
て
く
る
。
時
代
の
要
請
は
、
開
発

の
ス
ピ
ー
ド
と
品
質
と
コ
ス
ト
に
、
今
ま

で
以
上
の
も
の
を
求
め
て
く
る
。
そ
の
た

め
に
は
無
駄
な
リ
ワ
ー
ク
を
嫌
う
人
が
必

要
に
な
る
。
た
と
え
先
輩
で
あ
っ
て
も
、

リ
ワ
ー
ク
の
要
請
を
簡
単
に
は
受
容
し
な

い
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
電
子
メ
ー
ル
人
間
は
、

思
っ
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を

瞬
時
に
表
現
で
き
る
人
間
で
あ

る
。
「
後
で
い
い
や
」
と
言
う

言
葉
で
は
済
ま
せ
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
人
は
、
時
に
は
組

織
の
上
司
を
飛
び
越
え
て
電
子

メ
ー
ル
を
飛
ば
す
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
そ
れ
が
気
に
入
ら
な
い
上
司
も
い
る

だ
ろ
う
が
、
そ
れ
自
体
が
不
合
理
で
あ
る

以
上
、
こ
れ
か
ら
は
通
用
し
な
い
。

　
　
　
　
　
◆
　
・
　
◆

全
て
の
「
無
駄
」
を
否
定
す
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
無
駄
の
多
く
は
不
必
要
な
も
の

で
あ
る
。
た
し
か
に
そ
こ
に
「
ほ
っ
」
と

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
生
き
た
人
間
の
営
み

を
見
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
も
「
限

度
」
が
あ
る
。
そ
れ
を
超
え
れ
ば
「
只
の

無
駄
」
で
し
か
な
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ミ
ス
も
、
早
期
に
発
見
で

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
“
走
り
”
の
段
階
で
、

既
に
個
人
の
Ｉ
Ｄ
を
持
っ
て
い
る
学
生
は

余
程
新
し
い
も
の
好
き
だ
。
企
業
の
人
事

担
当
が
欲
し
が
る
よ
う
な
「
腰
を
据
え

て
、
じ
っ
く
り
取
り
組
む
タ
イ
プ
」
は
、

ま
だ
表
に
は
出
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。

逆
に
、
新
し
い
も
の
に
積
極
的
に
挑
戦
し

て
い
く
タ
イ
プ
の
学
生
は
、
既
に
出
て
き

て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
彼
ら
は
一
体
何
に

使
え
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、
面

白
そ
う
だ
か
ら
や
っ
て
み
よ
う
と
、
す
ぐ

に
行
動
を
起
こ
す
タ
イ
プ
で
あ
る
。
自
分

の
サ
イ
フ
も
省
み
ず
に
欲
し
い
も
の
を
手

に
入
れ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
◆
　
・
　
◆

ア
メ
リ
カ
で
数
年
前
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し

始
め
た
と
き
、
Ｗ
Ｗ
Ｗ
サ

イ
ト
を
検
索
す
る
こ
と
の

不
便
さ
に
気
付
き
、
「
モ

ザ
イ
ク
」
や
「

」
と

い
っ
た
検
索
ツ
ー
ル
を
考
え
出

し
、
そ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し
て
し
ま
っ
た

の
は
、
ま
さ
に
「
新
し
い
も
の
好
き
」
の

学
生
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
彼
ら
を
囲

い
込
ん
だ
の
が
今
の
ネ
ッ
ト
ス
ケ
ー
プ
社

で
あ
る
。

も
し
、
人
事
担
当
者
の
頭
に
描
い
て
い
る

「
ビ
ジ
ネ
ス
」
の
姿
が
今
ま
で
と
変
わ
っ

て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
い
く
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
使
お
う
と
、
電
子
メ
ー
ル
で
や

り
取
り
し
よ
う
と
、
「
際
だ
っ
た
特
徴
」

の
学
生
が
見
つ
か
る
と
は
思
え
な
い
。

人
の
眼
は
、
自
分
の
立
場
や
、
基
本
的
な

イイ
ンン
タタ
ーー
ネネ
ッッ
トト
と

　
　
　
　
　
就
職
活
動

「
政
治
家
に
何
を
期
待
し
ま
す
か
？
」
と

い
う
質
問
に
対
し
て
「
誰
が
な
っ
て
も
一

緒
じ
ゃ
な
い
の
？
」
と
い
う
応
答
。
時
節

柄
、
衆
議
院
の
解
散
に
絡
ん
で
い
ろ
い
ろ

な
憶
測
が
飛
び
交
っ
て
い
る
中
で
の
、
街

角
で
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
光
景
で
あ
る
。

ス
マ
イ
ル
ズ
は
「
国
民
全
体
の
質
が
、
そ

の
国
の
政
治
の
質
を
決
定
す
る
」
と
も

い
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
政
治
は
国

民
が
思
っ
て
い
る
方
向
に
向
か
う
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ど
う
や
ら
国
民

は
政
治
の
受
益
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
参

画
者
で
も
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
。

企
業
の
中
の
組
織
に
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
。
例
え
ば
組
織
と
し
て
の
決
定
が
遅
い

よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
の
組
織
を
構
成
す

る
メ
ン
バ
ー
も
、
決
め
る
た
め
に
必
要
な

情
報
を
収
集
・
整
理
す
る
努
力
も
せ
ず

に
、
誰
か
が
決
め
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て

い
る
姿
勢
が
目
立
つ
も
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に

「
決
定
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の

よ
う
な
も
の
が
示
さ
れ
て
も
、
今
度
は

的
確
な
情
報
収
集
の
指
示
が
出
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
一
度
決
め
ら
れ
た
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
固
執
し
て
し
ま
っ
た
り
し
て

効
果
が
持
続
し
な
い
。

「
世
間
を
動
か
そ
う
と
思
っ
た
ら
、
ま

ず
自
分
自
身
を
動
か
せ
」
と
は
ソ
ク
ラ

テ
ス
の
言
葉
で
あ
る
。

結
局
、
何
の
た
め
に
仕
事
を
す
る
の
か

と
か
、
何
の
た
め
に
他
社
と
競
争
を
す

る
の
か
と
か
、
な
ぜ
競
争
を
優
位
に
す

る
た
め
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
る
の

か
、
と
い
っ
た
基
本
的
な
と
こ
ろ
が
欠

落
し
た
ま
ま
で
は
、
ど
ん
な
ル
ー
ル
を

作
ろ
う
と
姿
形
を
変
え
て
「
組
織
悪
」

は
現
れ
て
く
る
。

し
、
先
の
人
事
担
当
者
が
、
今
ま
で
と

違
っ
た
視
点
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
向
こ

う
に
い
る
学
生
を
見
た
な
ら
、
「
際
だ
っ

た
特
徴
」
を
持
つ
学
生
が
目
に
写
っ
た
こ

と
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
◆
　
・
　
◆

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
普
及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
は

ま
だ
模
索
の
段
階
で
一
つ
の
選
択
肢
と
し

て
存
在
し
て
い
る
が
、
問
題
は
こ
れ
を
ど

の
よ
う
に
活
か
し
て
い
く
か
で
あ
る
。
そ

し
て
そ
の
段
階
に
入
っ
た
と
き
、
一
つ
の

選
択
肢
と
し
て
の
存
在
で
は
な
く
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

「
わ
れ
わ
れ
が
『
社
会
悪
』
と
呼
び
な
ら
わ
し
て
い

る
も
の
の
大
部
分
は
、
実
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
堕
落

し
た
生
活
か
ら
生
じ
る
。
だ
か
ら
い
く
ら
法
律
の
力

を
借
り
て
こ
の
社
会
悪
を
根
絶
し
よ
う
と
努
力
し
て

も
、
そ
れ
は
ま
た
別
の
形
を
と
っ
て
現
れ
は
び
こ
っ

て
い
く
に
ち
が
い
な
い
」
　
サ
ミ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズ

（（ ２２ ））


